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はじめに

第二次世界大戦中、米国ではおよそ12万人の日
系人が、敵性外国人として「戦時転住局（WRA1）」
が管理・運営する10か所の「戦争移住センター

（Relocation Center）」に収容された。米国におけ
る日系人の強制収容として一般的に知られている
のは、カリフォルニア州のマンザナーやトゥーリー
レイク、ワイオミング州のハートマウンテンといっ
た「戦争移住センター」での苦難の歴史である2 。

また「戦争移住センター」とは別に、「潜在的に
危険な」敵性外国人およびその家族が、司法省か
ら権限を付与され、国務省とも連携していた「移
民帰化局（INS3 ）」が管理・運営した施設に収容
された。ドイツ人と少数のイタリア人も移民帰化
局の管理下に置かれたが、大部分は日系人であっ
た。この施設は、「戦争移住センター」よりもかな
り小規模であった4。これらは、「Internment Camp」

や「Detention Center（もしくはDetention Camp, 
Detention Station）」と呼ばれるが、本稿では「収
容所」と表記する。

テキサス州には、クリスタルシティ、ケネディ、
そしてシーガビルの3か所に、この移民帰化局が
管理する収容所が存在した。サンアントニオの
フォート・サム・ヒューストンと、エル・パソの
フォート・ブリスにも収容施設が存在したが、そ
れらは陸軍の駐屯地を利用した「臨時収容所」と
位置づけられる。

本稿は、シーガビル収容所と収容者の実態を、
筆者自身の調査を交えながら明らかにしようとす
るものである。クリスタルシティやケネディと比
較して規模の小さいシーガビル収容所に関する情
報は、かなり乏しいものである。例えば、この収
容所についてはテキサス州の日系人に関する主要
文献の一つであるThomas K. Walls著The Japanese 
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Texans の中でも、3ページほどしか記述されてい
ない。他には、テキサス州内の収容所についてテ
キサス歴史委員会（THC5 ）が公開している電子
ファイルに2ページ、そしてRon Tyler他編The 
New Handbook of Texas の、2ページにわたる「第
二次世界大戦期の収容所」の項目において1段落
の記述が見られるだけである 6 。

資料の検討の結果、シーガビル収容所には大き
く分けて2つの期間があったと捉えられる。一つ
目は、日本人、ドイツ人、そしてイタリア人の子
供のいない夫婦と独身女性を収容した期間である。
彼らは設備が整った施設の中で快適な収容生活を
送っていて、今日ではその建物に文化的価値が見
出せるということもあり、その点でシーガビルは
全米の収容所の中でも極めて特異な存在であった。

二つ目は、中南米の国々から国外退去となり、
移送されて来た日本人が滞在した期間である。移
民帰化局は、強制収容により離散した日本人家族
をシーガビルで再会させるため、仮設住宅を調達
することで受け入れの態勢を整えていた。ところ
が丁度その時に、中南米で敵性外国人とみなされ
た人々（主に日本人）がテキサス州に連行されて
来たのであった。結局、シーガビルでは日本人家
族を再会させるという目的を達成出来なかった。
そしてこのことが、州内に新たに家族用のクリス
タルシティ収容所が設置されるきっかけの一つと
なったのである。

国籍別の収容者数については、文献や資料を見
渡しても、日本人の大まかな人数が記されている
だけでドイツ人とイタリア人に関する情報は見当
たらない。収容者の氏名については、カリフォル
ニア州から連行されて来たワダという日本人女性
の名字が、文献の一つに記されているだけである。

一方、筆者がハワイ日本文化センター（JCCH7）
の「ハワイ州被収容者名簿」（The Hawaiʼi Internee 
Directory）を検索したところ、当時ハワイ準州に
居住していた6名の日本人女性が、1942年の夏か
ら1943年の春にかけてシーガビルに収容され、次
いで同じテキサス州内のクリスタルシティにも収
容されていたことが判明した。これは、既存の文
献には触れられていない、興味深い史実であろう。

これまでの検証の結果、シーガビルに収容され
ていた日本人は州外や中南米から移送されてきた
人々であるが、地元テキサス州に在住していた日
系人は戦時中の影響を受けずに生活していたこと
がうかがえる 8 。また中南米、特にペルーからテ
キサス州への日本人の国外追放は、彼らの経済的
成功に対する強い反発の表れであった 9 。筆者は
テキサス州内での日本人の収容体験を通して、移
住先での社会が収容された人々に対して抱いてい
た姿勢について理解することを目指しており、本
稿はその一環でもある。

1．�シーガビル収容所―収容所に似つかわし
くない快適な施設―

ダラス南東部の小さな町にかつて存在したシー
ガビル収容所は、米国内の収容所の中で、最も快
適な施設であったとされる10。そこはまた、ニュー

写真1　シーガビル収容所の入口の門
（提供：テキサス大学サンアントニオ校のスペシャルコレ
クション　No. 085-0913）

写真2　シーガビル収容所の外観
（提供：テキサス大学サンアントニオ校のスペシャルコレ
クション　No. 085-0910）
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ヨークのエリス島に次いで最も美しい、移民帰化
局の監禁遺跡と言われている 11 。

シーガビル収容所は元々、連邦刑務所局が比較
的刑罰の軽い女子の感化院として1941年に建設し
たものだが、1942年4月1日に移民帰化局の管理
下に置かれた。これには、捕虜と、敵性外国人と
して検挙された民間人を刑務所に拘留することを
禁じた、1929年のジュネーヴ条約が関係している。
この条約により、連邦刑務所局は第二次世界大戦
中、民間人を強制収容する責務を負うことが出来
なかったからである 12 。

シーガビルには、米国内で敵性外国人として検
挙された日本人、ドイツ人、イタリア人の子供の
いない夫婦と独身女性、その他中南米から連行さ
れて来た人々が、仮釈放や本国に送還されるまで
の期間収容されていた。1942年から1943年にか
けては少数の家族も収容されていたが、州内のク
リスタルシティ収容所が運用を開始するとそちら
に移送されたため、家族の収容は一時的なもので
あった 13 。

数百エーカーの敷地には、植民地様式の赤レン
ガの建物が12棟あった。それらは舗装された歩道
と車道で結ばれており、広大な芝生に囲まれてい
た。施設の訪問者はその佇まいに目を見張り、ま
るで大学のキャンパスのようだと述べている 14 。

それでも、収容所は高い金網のフェンスで囲ま
れていて、唯一の出入り口は常に監視されていた。
収容所を取り囲む舗装された道路の真ん中に塗ら
れた白線は、収容者がそれ以上超えてはならない
という境界を表していた 15 。

6つの寄宿舎には合計352の部屋があり、床には
じゅうたんが敷き詰められ、ベッドと机、タンス、
そして洗面台が備えられていて、ホテルの様であっ
た。また各階には共同の洗濯場、浴場、そしてト
イレがあった。各々の宿舎には冷蔵庫、ガスコン
ロ、食器洗い機付きの台所もあり、食堂にはリン
ネルのテーブルクロスが敷かれたいくつかのテー
ブルがあり、その上には布ナプキンと、上品な陶
磁器と銀食器が置かれていた。収容者らは監視の
下、自分たちで料理をした 16 。

シーガビルには他にも、病院や大きなレクリエー

ション用の建物があった。病院では一人の女医が
病棟を管理し、6人の医師、10人の看護師、1人の
歯科医師、そして1人の検査技師を監督していた。
レクリエーション用の建物内のホールでは、収容
者らが演じたバレエや舞台作品といった、様々な
活動が催された。また、その建物にはオーケスト
ラ用の楽器、英語や音楽教育用の12の教室、複数
の言語で書かれた本を置いた図書館、そして裁縫
や編み物用の部屋があった。屋外では、園芸、農
業、テニス、野球、バドミントン、収容所内の散
策といった活動が行われていた 17 。

シーガビルは収容所に似つかわしくない快適な
施設だったが、それでも収容者には不満があった。
多くは、収容所が引き続き刑務所長のエイミー N. 
スタナード氏によって管理されていることに憤慨
していた。収容者らは更に、手紙の検閲や発送可
能な郵便物の制限に嫌悪していた 18 。

1942年の夏の終わりに、移民帰化局はシーガビ
ルにいる家族と他の収容所にいる日本人男性を再
会させる計画を打ち出した。これを見込んで、
ニューメキシコ州のサンタフェ収容所から、18平
方フィート（一辺5.5メートル）一間の、合板壁
の仮設住宅「ビクトリー・ハット」50戸を受注し
た。更に台所と食堂が入る、大きな建物が1軒建
設された。洗濯室と、男女別々の共同トイレと浴
場も建設された 19 。ところが同年、工事が済んで
間もなく、中南米から国外追放されて来たおよそ
250人の日本人が入所したため、日系アメリカ人
家族を再会させることは出来なかった。そこで開
設されたのが、同じ州内のクリスタルシティ収容
所であった 20 。

上述の通り、シーガビルにおける国籍別の収容
者数は一般的に知られていない。それでも、筆者
がテキサス歴史委員会から入手したテキサス州内
の収容所に関連する資料の中から、1942年の国籍
別の収容者数を示す書類を特定することが出来た

（表1参照）。記載されているのはパナマ運河地帯
と南米から連行されて来た収容者数だけであるが、
筆者の知る限り、これらは既存の文献には触れら
れていない情報である。

シーガビルにおける収容者数が最大に達したの
は1943年で、647人であり、加えて120人の移民
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帰化局職員と軍属がいた。同年9月には、いくつ
かの例外を除き、中南米から移送されて来た日本
人は全員日本へ送還され、数家族がクリスタルシ
ティへ移送された。同年9月末から、施設が連邦
刑務所局に返還され、収容所が閉鎖した1945年6
月までの期間、残った収容者は独身女性と子供の
いない夫婦だけとなった。施設が閉鎖すると、彼

らは本国に送還されたり、釈放されたり、他の収
容所に移送されたりした 21 。

2．シーガビルにおける日本人収容者

シーガビルにおける日本人収容者の状況を明ら
かにするため、カリフォルニアと中南米から移送
されて来た日本人についての記述と、ハワイから
連行されて来た女性6名に関する情報を利用する。
これらを以下に記してみたい。

（1）�カリフォルニアから移送されて来た女性教師
中南米からの日本人が到着する以前、シーガビ

ルではFBIによって逮捕された日本人女性を50人
ほど収容していたが、彼女らはカリフォルニアで
日系2世の子供たちに日本語と日本文化を教えて
いた教師であった。こうした教室は放課後に開か
れていて、子供たちに日本の伝統や言葉を学ばせ
ることを望んでいた1世の親たちに、大変人気が
あった。しかし戦争が始まるとこうした教室は閉
鎖され、教師の多くは米国に忠誠ではないという
容疑で逮捕されたのであった 22 。

収容された教師たちの、アメリカへの忠誠心を
決して疑うことのなかった一人の男性が、「キリス
ト友会（The Society of Friends）」（一般的な呼称
はクエーカー、Quakers）の信者であるハーバー
ト・V・ニコルソンという人物であった。キリス
ト友会は、戦時中の強制収容に抗議して日系アメ
リカ人を擁護した、数少ない団体の一つであった。
ニコルソンは、かつて日本に派遣されたことのあ
るクエーカーの宣教師であり、戦前にはロサンゼ
ルスで日系アメリカ人の会衆の代表を務めており、
全米各地の様々な収容施設を訪問していた 23 。

表1　パナマ運河地帯および南米から連行されて来た収容者の人数、1942年
ドイツ人 イタリア人 日本人 その他の国籍 合計

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男女合計

パナマ運河地帯 8 29 1 2 6 7 8 25 23 63 86

南米 16 8 ― 3 54 109 8 20 78 140 218

合計 24 37 1 5 60 116 16 45 101 203 304

男女合計 61 6 176 61 304 304
出所：テキサス歴史委員会から入手した書類, Number of Enemy Aliens in Custody 1942.

写真3　運動着姿の男性・女性収容者と、楽器を
持った音楽隊（右）

（提供：テキサス大学サンアントニオ校のスペシャルコレ
クション　No. 085-0911）

写真4　収容者のスカーフ、ブラウス、セーター、
靴など

（提供：テキサス大学サンアントニオ校のスペシャルコレ
クション　No. 085-0912）
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ニコルソンがシーガビルに会いに来た女性の一
人が、ロサンゼルスの牧師で旧友でもあるワダ氏
の夫人であった。ニコルソンは、ニューメキシコ
州ローズバーグにある男子専用の収容所にいるワ
ダ牧師との最近の面会について、夫人に話して聞
かせた。ニコルソンはまた、コロラド州のアマチ
収容所にいる夫妻の2人の娘との面会についても
話した。ワダ夫人はもちろん夫や子供たちに手紙
を書いてはいたが、一週間につき検閲を受けた手
紙3通と、はがき1通に制限されていた 24 。

（2）中南米の3か国を国外退去となった人々
戦時中、中南米の16か国が、少なくとも8,500

人の日系人、ドイツ人、そしてイタリア人を収容
した。また、その中の12か国が一部もしくは全て
の敵性外国人の収容者を、米国に移送した 25 。

その数はおよそ3,000人に上り、うち2,264人と
される日系人が、日本で拘束されているアメリカ
人と交換する目的で居住国を国外追放され、米国
に連行された。日系人収容者の約半数は、収容所
内で日本への強制送還を待つ夫や父親に合流する
ことを求めた、二世を含む家族の者であった。ま
た日系人の80パーセント以上は、ペルーから連行
されて来た。こうした人々は日系アメリカ人と共
に、主にテキサス州内の施設に収容された（テキ
サス州外では、モンタナ州のフォート・ミズーラ
収容所が挙げられる）26 。

中南米に居住していた日系人がシーガビルに移
送された際の、短い記述がある：

1942年4月13日、140人を下回る人数の日本
人家族の一団が、ペルーを出航した。パナマ
運河を経由してニューオーリンズに向かう途
中、エクアドルとコロンビアに停泊すると、
そこで合計48人の日本人外交官と領事館職員
が乗船させられた。ニューオーリンズに到着
すると、外交官らは一団の中の21人の民間人
と引き離された。民間人らは、非合法的に米
国に入国したと告げられ、シーガビル行きの
列車に乗せられた 27 。

また、パナマでは戦時中に300人ほどの日本人
が収容所に収容され、正確な人数は不明であるが、

1942年4月に米国本土の収容所に移送されたとい
う記述がある 28 。よって、上記の船でシーガビル
に移送された、パナマからの日本人が存在した可
能性もあると推測できる。実際に、13人の日本人
が1942年にパナマからシーガビルに連行されてい
たことが、表1に示されている。

（3）ハワイから移送されて来た6名の女性
筆者がハワイ日本文化センター（JCCH）の「ハ

ワイ州被収容者名簿」を検索したところ、ハワイ
から米国本土に移送されて来た日本人女性6名が
1942年の夏から翌年の春にかけて、シーガビルに
収容されていたことが判明した。

この名簿には被収容者の氏名、生まれた年、1941
年の居住地、職業、ハワイで拘束された年と月、
収容先、ハワイから米国本土に移送された年と月、
ハワイに帰還した年と月、それに同様に収容され
た家族の情報等が記載されている（表1参照）。全
員に共通する収容の行程は以下の通りである：
①	 ホノルルのサンドアイランド収容所に収容さ

れる。
②	 1942年6月21日、大部分が1世の39名の男性

と共に、「第4移送船」で米国本土に移送され
る。

③	 1942年6月から翌年7月もしくは8月まで、カ
リフォルニア州のシャープ・パーク収容所に
収容される。

④	 1942年7月または8月から、翌年4月もしく
は5月まで、シーガビルに収容される。

⑤	 同じテキサス州内の、家族用のクリスタルシ
ティに収容される。

⑥	 1945年12月、およそ775人の収容者と共にハ
ワイに帰還する。

これら6名の女性は家族との再会を求めて収容
所入りしたのではなく、1世の男性と同様に逮捕
された上で収容されたのであった。恐らく、聖職
者や教師といった職種に就く者は日本人コミュニ
ティのリーダー的存在とみなされたため、米国本
土まで移送されたと考えられる。

彼女らは家族と隔離され、収容所の行き先も異
なっていた。例えば、川崎、宮王ユキ、山根には
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年
月

追
加

事
項

①
川か

わ

崎さ
き

深み

雪ゆ
き

18
98

年
オ

ア
フ

島
ワ

イ
パ

フ
天

理
教

の
神

職
19

41
年

12
月

夫
の

諒
策

（
大

工
、

ア
レ

ク
サ

ン
ダ

ー
・

ヤ
ン

グ
・

ホ
テ

ル
勤

務
）

と
ク

リ
ス

タ
ル

シ
テ

ィ
で

再
会

し
、

同
じ

船
で

ハ
ワ

イ
に

帰
還

し
た

。
息

子
の

エ
ド

ワ
ー

ド
・

シ
ズ

オ
は

第
二

次
世

界
大

戦
中

、
米

軍
に

従
事

し
た

。

②
田た

中な
か

ハは

ルる

18
93

年
オ

ア
フ

島
ワ

ヒ
ア

ワ
ワ

ヒ
ア

ワ
昭

和
日

本
語

学
校

の
校

長
19

41
年

12
月

ミ
ッ

シ
ョ

ン
系

大
学

で
あ

る
広

島
女

学
院

を
卒

業
後

、
ヒ

ロ
に

住
ん

で
い

た
兄

を
頼

っ
て

ハ
ワ

イ
に

移
住

し
た

。
ハ

ワ
イ

島
の

ヒ
ロ

独
立

学
校

で
、

日
本

の
手

芸
や

生
け

花
等

を
教

え
た

こ
と

も
あ

る
。

③
堀ほ

り

部べ

キき

クく

18
77

年
カ

ウ
ア

イ
島

ワ
イ

メ
ア

日
系

新
宗

教
の

一
つ

で
あ

る
金

光
教

の
神

職
、

リ
フ

エ
布

教
ホ

ー
ル

で
活

動
不

明
サ

ン
ド

ア
イ

ラ
ン

ド
収

容
所

の
前

に
、

カ
ウ

ア
イ

島
の

ワ
イ

ル
ア

郡
刑

務
所

に
収

監
さ

れ
て

い
た

。

④
宮み

や

王お
う

ユゆ

キき

19
02

年
オ

ア
フ

島
ホ

ノ
ル

ル
ハ

ワ
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大
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の
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職
19

41
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湾
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ハ
ワ
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宮
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で
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重
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に
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継
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の
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王
芳
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⑤

の
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物
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と
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違
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れ
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見
ら

れ
る

。
3人

の
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供
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ハ
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と
引
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、
ク
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ハ
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イ
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初
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宮
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前
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と
暮

ら
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て
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た
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、
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収
容

所
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送
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た

た
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ろ
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ク
リ

ス
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ル
シ
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ィ

で
合

流
を
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し
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⑥
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年
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島
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ル

ル
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明
19
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大
家
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あ

っ
た

夫
の

清
義

と
ク

リ
ス

タ
ル

シ
テ

ィ
で

再
会

し
、

同
じ
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で

ハ
ワ

イ
に

帰
還

し
た

。
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配偶者がいたが、彼らは別々の船で米国本土に移
送され、カリフォルニア州のエンジェル島収容所
やニューメキシコ州のサンタフェ収容所などに別々
に収容されていた。最終的に、家族を持つ者は上
記⑤のクリスタルシティで再会し、上記⑥の同じ
船でハワイに帰還している。

3．シーガビル収容所跡地の現在

今日、シーガビルは警備レベルの低い連邦刑務
所となっている。警備上の理由により施設に接近
する者は全て監視されていて、周辺の写真撮影も
禁止されている。

筆者は2022年9月に、施設の正面入口にあるテ
キサス歴史委員会（THC）が設置した「ステー
ト・ヒストリカル・マーカー」と呼ばれる金属製
の案内板を確認するために、現地に赴いた。滞在
先のオースティンから車で片道約3時間かけての
訪問だったが、あいにく担当者が不在であったた
め、撮影許可は下りなかった。

収容所の案内板はテキサス州の所有物なので、
本来ならば写真撮影を妨げる理由など無い。しか
しシーガビルの案内板は刑務所の敷地内という特
殊な場所に設置されているため、担当者の立ち合
いが必須なのである。

また、かつて収容所として使用されていた建物
の一部は現存するが、これらの写真撮影も不可能
であった。

そこで筆者は、テキサス州内に設置されている
あらゆる案内板を撮影し、説明を添えてオンライ
ン上で公開している「ザ・ヒストリカル・マー
カー・データーベース」という組織に問い合わせ
てみた。すると2020年9月6日に現地を訪れ、案
内板とその周辺の撮影を許可されたというカイラ・
ハーパー氏から返信があり、写真の使用を認めて
いただいた。そのいくつかを、以下に紹介する。

テキサス歴史委員会（THC）は、州内のクリス
タルシティ収容所の敷地沿いに複数の説明パネル
を設置している。しかしシーガビルには、そうし
たパネルを設置することが出来ないため、代わり
にロールアップバナースタンド（支柱にスクリー

ンを垂直に引き伸ばして張る、巻き取り式バナー
スタンド）が町の図書館に寄贈されていて、それ
を見ることは可能である 29 。

おわりに

本稿では、テキサス州ダラス南東部の小さな町
にかつて存在した、シーガビル収容所と収容者の
実態について、筆者自身の調査を交えながら検討
を試みた。

シーガビルが稼働したのは1942年4月から1945
年6月までの3年2か月間で、収容者数が647人と
ピークに達したのは1943年のことであった。この
施設では米国内に居住する日本人、ドイツ人、そ
してイタリア人の子供のいない夫婦と独身女性を
収容し、途中から中南米の国々を追放された人々

写真5　正門の側に立つ案内板
（提供　ザ・ヒストリカル・マーカー・データーベースの
カイラ・ハーパー氏）

写真6　フェンスの外側から見た連邦刑務所
（提供　ザ・ヒストリカル・マーカー・データーベースの
カイラ・ハーパー氏）
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も収容した。
収容者に関する情報は乏しく、ドイツ人とイタ

リア人の実態は不明であり、日本人についての若
干の記述が残されている程度である。ゆえに、ハ
ワイの日本人女性6名がこの施設に収容されてい
たという新たな発見は、興味深いだけでなく、大
変有益なものであろう。彼女たちは同じテキサス
州内のクリスタルシティにも収容され、そこで家
族と合流した者も含まれていることから、テキサ
ス州内で収容されたハワイからの日本人が他にも
存在すると見込まれる。こうした人々を特定する
ことで、日系人の強制収容に関するテキサス州内
の収容所の役割を理解することも、筆者の今後の
重要な課題である。

これまでの検証から、シーガビルを含むテキサ
ス州内の収容所に収容されていた日本人は州外や
中南米から連行されて来た人々であり、州内で暮
らしていた日本人は数百人と少なかったこと、ま
た農業分野での影響力があったことから、戦時中
の影響を受けることは皆無に等しかったようであ
る。また中南米、特にペルーでの日本人の国外追
放は、彼らの経済的成功を妬むペルー社会の拒否
反応であった。

このように、テキサス州内で収容された日系人
の体験を通して、我々は当時の日本人・日系人に
対する米国や中南米の国々、とりわけテキサス社
会の姿勢、人種間の関係を理解することが可能で
ある。本稿で取り上げたシーガビル以外の収容所
の検証や、戦時中の1世もしくは2世を先祖に持
つ日系アメリカ人に対する聞き取り調査を織り交
ぜることで、海外に生きた日本人の存在や現地社
会との葛藤に対する理解を深めていきたい。
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